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低炭素化技術の開発は国内外問わず活発化しているが，多様な技術のベストミックスの予測計算は難しい．紹介す
る研究活動は，新規技術の導入が人々の行動に与える影響を含めた，社会動態の予測を可能にするもので，社会シ
ステム設計と技術ニーズの把握に寄与すると考えている．

図：EVによるPV電力流通シミュレーション 

再生可能エネルギーの社会導入は本邦では喫緊の課題だが， 
多種多様なシステムが複合した大規模複雑系である現代社
会への，エネルギー施策の立案と導入効果の事前検証には
困難が伴う．本展示では，再生可能エネルギーの社会導入
と，それによる人々のエネルギー消費行動変化が織り成す
低炭素社会の動態を分析・予測するマルチエージェントシ
ミュレーションに関する研究活動を紹介する．電気自動車
と太陽光発電の導入を仮定し，人々の日々の行動とそのエ
ネルギー消費の集積から，その効果を検証するマルチエー
ジェントシミュレーションについてデモンストレーション
を行う． 


